






要約:1987 年 4 月～1992 年 12 月までに川鉄千葉病院スポーツ外来を受診した 6－15 才の

小児のうち骨折は 156 例、疲労骨折は 47 例であった。骨折、疲労骨折とも年齢が増すに

つれ発生数は増加傾向にあった。骨折部位は、手指骨、足趾骨、前腕骨、下腿骨の順に多

く、受傷スポーツはサッカー、体育、バレーボール、などに多かった。疲労骨折部位は、

下腿骨、中足骨に多く、サッカー、陸上競技、バスケットボールの順に疲労骨折発生に寄

与していた。


